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平成２９年度 第２回 九州森林管理局保護林管理委員会の開催 
 

１ 日時 平成 29 年 7 月 18 日（10:00～12:30） 
２ 場所 名護市商工会 第 1 会議室 
３ 議事 （１）やんばる森林生態系保護地域(仮称)設定(案)について 
        ・やんばる森林生態系保護地域(仮称)の設定(案)に係るヒアリング結果 
        ・保護林の連続性の検討（３３～３７林班） 
     （２）その他 

 
 

４ 概要 
○ 第 2回九州森林管理局保護林管理委員会を委員 8名とオブザーバー12名の出席のもと開催し

た。今回は、前回の委員会での検討結果を踏まえた「やんばる森林生態系保護地域（仮称）」の設

定（案）について、事務局から説明を行った後、各委員からご意見を頂いた。頂いたご意見を踏

まえ、今後、保護林設定（案）をより精緻に検討することとした。 
○ 主な意見 
 ● ３３～３７林班については、リュウキュウマツが散在し、かつ壮齢化している。森林の機

能としては、利用より水土保全か生物多様性の保全を重視する方が良いという印象。連続性

の観点からこの一帯を保存地区にしてはどうか。             
 ● リュウキュウマツの人工林については、天然林化を促進するため、リュウキュウマツを伐

採して除去するという観点も必要ではないか。 
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 ● リュウキュウマツを植えてから７０年経ち元の自然植生に近い状態に戻っているため、リ

ュウキュウマツはあえて除去する必要はなく、やんばるの林業の歴史を示すものと位置づけ

れば良い。            
 ● 林業と保護の両立を考えるべき。林業は森をフィールドとする日本の文化。林業をしなが

ら保護に向かって意識付けすることも必要。              
● ４１林班は全て保存地区にすべき。また、４２、４３林班には、他とは違う生物群集がい

るので保護林へ組み込むことを考えても良いのではないか。         
● ４４、４６林班の境界を流れる我地川の両岸は重要。山から海までの連続性の確保という

観点で渓畔林を保存地区にして動植物の分布域を確保すべき。 
● 他の保護林設定予定箇所と遜色ない森林が広がっているのであれば、２８林班を保護林と

してはどうか。                         
● ２８林班を保護林にしようとする際は、保全利用地区の設定も考えるべき。                

● ２林班は保存地区のみにして、必要であれば１林班に保全利用地区を設定すべき。  
● 今回、保存地区をかなり拡大する方向で議論が進んでいるようだが、県営林や村有林だけ

でなく国有林でもそれなりの木材生産が出来る余地を残すべきか、自治体や森林組合の意

向をもう一度確認した上で次の案につなげるべき。                         

 
 
資料一覧 
【議事次第・出席者名簿】 
【資料 1】やんばる森林生態系保護地域（仮称）設定（案）に係るヒアリング結果 
【資料 2】保護林の連続性の検討について（33～37 林班） 
【資料 3】ドローン飛行区域図 
 
【参考資料 1】現地検討会の視察ルート 
【参考資料 2】沖縄北部国有林の今後の取り扱いについて 
【参考資料 3】平成２８年度沖縄北部国有林森林環境現況調査業務調査報告書 
【参考資料 4】保護林設定管理要領 
 



平成２９年度 第２回九州森林管理局保護林管理委員会出席者名簿  
氏 名  所 属 ・ 役 職   

委 
 

員 

伊澤 雅子 琉球大学 理学部 教授  

河野 耕三 綾町 エコパーク推進室 
照葉樹林文化推進専門監  

木口 実 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 
森林総合研究所 九州支所長  

佐藤 英章 国立研究開発法人 森林研究・整備機構  
森林総合研究所 林木育種センター 九州育種場長  

佐藤 和歌子 特定非営利活動法人 森林
も り

をつくろう 理事長  
中尾 忠規 熊本県 自然保護課長  
浜本 奈鼓 特定非営利活動法人 くすの木自然館 代表理事 欠 
藤掛 一郎 宮崎大学 農学部 教授  
横山 隆一 公益財団法人 日本自然保護協会 参事  
米田 健(委員長) 鹿児島大学 名誉教授  

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

篠原 武夫 琉球大学 名誉教授（※）  
秋月 亮介 
山本 以智人 
池田 千紘 

環境省那覇自然環境事務所国立公園課自然保護官 
環境省那覇自然環境事務所やんばる自然保護官事務所上席自然保護官 
環境省那覇自然環境事務所やんばる自然保護官事務所自然保護官 

 

崎  洋一 
平田 功 
仲里 貴正 

沖縄県 森林管理課長 
沖縄県 森林管理課 森林経営班長 
沖縄県 森林管理課 主任技師 

 

宮城 明正 
神里 一教 

国頭村 世界自然遺産対策室長 
国頭村 経済課 主任技師 

 

宮田 健次 
仲嶺 真文 

東村 企画観光課長 
東村 農林水産課長 

 

九

州

森

林

管

理

局 

林  視 計画保全部長  
山﨑 準 計画課長  
中村 雄二 計画課 森林施業調整官  
松永 雄治 計画課 企画官（森林資源評価担当）  
清田 誠 計画課 経営計画官  
伊藤 翼 計画課 生態系保全係  
樋口 浩 計画課 行政専門員  
清水 俊二 沖縄森林管理署長  
曲瀬川 淳一 沖縄森林管理署 森林技術指導官  

事
務
局 

中村 輝司 日本森林技術協会 事業部保全管理グループ  
高橋 雅美 日本森林技術協会 事業部森林保全グループ  
植松 優介 日本森林技術協会 事業部森林保全グループ  

※ 沖縄北部国有林の取扱いに関する検討委員会座長（当時）    (委員５０音順、敬称略) 


